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研究成果の概要 

ユーザとシステム間の質の高い即時インタラクションの実現に向け、低遅延かつ高精度なリ

アルタイム処理を可能とする基盤技術の研究を継続しつつ、発声・聴覚機能拡張プロトタイプ

の構築に取り組んだ。 

発声機能拡張グループ（名大 戸田）では、音声変換処理の高精度化・高速化に継続して取り

組むとともに、発声支援・機能拡張プロトタイプ開発に取り組んだ。系列ベース深層音声変換によ

る発声支援技術、低遅延リアルタイム深層音声変換による発声機能拡張技術、物理的制約を加味

した深層音声波形生成による歌唱表情制御技術、実環境応用に向けた各種基盤技術、国際チャ

レンジによる研究分野の活性化など、多くの技術的進展が得られた。 

聴覚機能拡張グループ（都立大 小野）では、選択的聴取を可能とする低遅延リアルタイム音響

信号処理基盤技術を中心に研究に取り組んだ。その結果、リアルタイム音源分離の新たな効率的

アルゴリズムの開発、深層学習を用いた音源分離の高精度化、頭部回転への頑健性の向上、低

演算量化のための次元削減技術、end-to-end での音声認識応用における最適化、「ブリンキー」

による音光変換を用いたスパーススペクトルセンシングなど、多様な成果が得られた。 

機械学習基盤グループ（NTT 亀岡）では、物理パラメータや画像などによる直感的な音声制御

を可能にする音声変換の実現に向け、声質／韻律特徴の個別変換を可能にする深層音声変換

モデルの解きほぐし学習法、音声と映像を併用したマルチモーダル音声スタイル変換法を開発し

た。また、高速かつ高品質な音声変換の実現に向け、低遅延リアルタイム系列ベース深層音声変

換法、FFT 演算の効率性を活かした深層音声波形生成法を開発した。加えて、深層生成モデルを

用いた多チャンネル音源分離手法も開発した。 

2022年 12月に中間シンポジウムを開催し、発声・聴覚機能拡張の各種プロトタイプの体験型デ

モ展示を行った。 
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